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4争争 8月の続税舎建争
弱震後葬祭保険税
F行・主義民税の第2算書分です

今月のど臼張f盟校誌、次のとおり行主いますので

ご斜路くださいの

お終' 書見 31 良機会F古~9:30-午後4: 草寺

織れ時…爽綴券， 1議も上センデー

開
閉
利
関
十
六
、
開
閉
十
七
年
度

同
級
統
幕
議
と
し
て
溌
め
て
ま

い
り
ま
し
た
叉
烹
台
俳
水
路
淡

路
工
事
は
悩
閣
議
に
進
み
、
気
掛
成

「
卜
川
口
吋
ま
で
み
め
と
わ
ず
か
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
国
的

向
補
助
金
を
受
け
て
…
け
な
勺
て
お

叩
リ
、
品
誌
γ
ム柑
H
U
A
F
七
V
H
S
m門を

州
か
け
て
T
V

九
五
台
、
久
+
ヂ
ム
家
令
盟
十
川

内
終
冷
か
し
流
れ
て
く
る
制
水
を

嗣

，

AM

一
附
に
鍛
内
て
制
刊
山
山
川
へ
流

閉
す
も
の
で
す
。

明
千
年
も
す
で
に
、
じ
け
内
線

M

ぃ
山
均
い
い
長
本
(
字
術
向
綜
)
で

押
は
、
出
時
上
汲
水
し
た
世
一
殺
も
山
山

陶
ま
し
た
。

州
そ
こ
で
、
岡
町
初
開
閉
ト
六
年
波

州
仁
川
潜
行
し
ま
し
た
久
ヰ
守
家
排
水

枇
開
会
液
ぶ
か
ら
谷
中
間
同
地
ま
で

五
百
七
十
メ
1
1
p
ん
を
絡
行

L

て
い
る
わ
け
で
す
。

ニ
内
排
水
笠
績
が
完
成
し
ま

す
と
、
…
紗
間
関
に
四
十
八
ト
ン

利
桜
山
町
へ
鉾
水
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
楠
地
域
間
川
滅
的
汗
同
M
.

守
ま
で
の
よ
う
に
ら
ょ
っ
と
ふ
〈

泌
が
絞
っ
た
と
い
っ
て
は
、
床

下
弘
床
上
淡
水
し
て
い
た
わ
け

で
す
が
‘
こ
れ
か
ら
は
浸
水
円
心

配
も
な
く
な
る
と
除
わ
札
ま

す。
他
的
総
夜
で
も
、
排
水
幾
梯
捕

が
な
さ
れ
て
い
る
所
は
、

HU申
ず

潜
開
綴
惨
な
ど
総
織
的
に
行
な

い
生
活
環
境
を
お
万
一
い
に
よ
〈

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

あ
本
た
は
も
う
お
務
み
守
す
か

静
雄
騨
の
費
雌
隣
接
え
/

四
我
孫
子
治
印
刷
端
条
然
に
よ
り

師
登
録
し
て
あ
る
方
的
受
給
鍛
え

帆
に
つ
い

E
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

明
際
紛
四
十
五
年
十
丹
十
九
お

明
か
ら
印
綴
粂
糊
閉
め
改
忘
に
よ

問
り
‘
現
政
登
録
し
て
あ
る
印
緩

一
同
士
引
き
絞
き
ご
帥
世
間
附
に
な
る
滋

仰
命
同
時
笠
収
賄
脅
え
を
し
て
い
た
だ

捌
か
な
い
と
後
写
機
で
複
写
し
‘

制
発
行
す
る
新
し
い
総
波
の
印
緩

柑
登
録
諸
品
物
詩
が
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

胤
そ
こ
で
食
品
持
品
甘
え
を
す
ま
せ

榊
て
な
い
方
は
‘
開
明
如
刊
問
問
十
・
じ
和
十

酬
十
丹
十
八
日
日
ま
で
の
う
ち
に
登

日
銭
印
鑑
を
待
券
ゃ
っ
、
ぇ
、
本
山
庁

聞
か
最
寄
り
m
町
中
広
務
へ
終
判
祐
子

岬
鋭
、
天
王
台
釈
行
政
官
雄
総
一
昨
を

削
除
く
)
で
、
登
録
詳
え
の
予
H

税

制

5
そ
す
ま
せ
て
い
た
だ
)
ぐ
よ
う

耐
お
派
け
い
た

L
ま
す
c

同
な
お
、
間
川
知
山
門
ト
え
か
や
十
月

山
し
川
以
内
科
料
開
L
〈
印
銭
授
村
邦

明
計
い
れ
よ
れ
削
m
作
山
内
!
句
会
寺

十
持
月
十
九
日
か
ら
減
衰
ま
で
印

緩
登
録
薮
椀
欝
を
ゆ
{
柑
閉
し
た
者

同
同
胞
品
位
陣
替
え
の
必
描
討
が
あ
り
ま

せ
ん
。知瓦
此
州
制
抑
え
内
鱗
問
問
を
過
ぎ
ま

す
と
現
在
繁
郎
持
し
て
あ
る
印
鑑

は
無
効
と
な
号
、
紛
れ
~
仁
川
開
枠
拡

人
を
つ
け
、
新
規
登
録
音
し
な

け
れ
ば
を
ち
ま
せ
ん
の
で
ご
波

紋
〈
だ
さ
い
。

ま
た
‘
八
月
…

u
u
発
行
広
報

あ
び
ニ
第
三
百
間
関
十
九
診
に
殺

然
出
印
銭
円
登
録
萎
え
に
つ
い
て

載
せ
ま
し
た
~
が
、
こ
の
登
録
替

え
的
対
象
品
鴨
川
跡
、
制
m和
側
関
十
五

年
十
月
十
九
詩
以
前
に
印
州
緋
加
盟
早

川
却
し
、
災
在
ま
で
印
緩
緩
斜
路
附
胤

削
明
嚇
闘
を
受
補
間
し
て
い
な
い
殺

で
‘
閥
的
如
何
削
悶
J
1

五
年
十
月
十
九

日H
N
M
問
問
新
し
く
印
蹴
縦
波
糾
問
し
た

者
お
よ
び
現
在
ま
で
由
州
総
淡
緑

川
説
明
会
を
受
相
関
し
た
者
は
殺
鋭

校
え
の
仏
師
宵
が
あ
り
ま
せ
ん
ヲ

仲
間
緩
丹
市
民
プ

i
ん
が
機
双

学
後
抑
制
公
開
問
的
一
角
に
完
成
し

ま
し
た
。

ま
っ
期
間
に
お
綴
け
し
た
チ
ピ

ヅ
子
た
ち
が
内
向
い
し
ぶ
き
を
上

げ
て
泳
守
党
最
に
父
肢
の
労
々

も
践
を
緩
め
て
お
り
ま
す
a

速
器
丹
後
君
の
た
め
か
務
国
市

状
況
は
上
々
で

U
M
不
均
七
百

五
十
名
程
度
で
す
が
絡
に
小
惨

殺
以
下
的
児
童
が
全
体
的
六
十

五
%
告
レ
則
的
、
そ
め
保
護
者
向

父
兄
的
方
々
が
一
一
十
%
で
中
学

生
以
上
出
方
が
十
五
%
と
な
っ

て
お
り
ま
す
e

プ
ー
ル
的
形
態
は
最
深
務
で

物市
民
ブ

l
ん

一
二
一
一
メ
ー
ト
ル
、
浅
い
と

ろ
で
…
.
…
メ
ー
ト
ル
で
す
的

で
小
や
ゑ
以
下
の
み
を
さ
ん
に

詰
危
険
性
的
点
か
ら
父
口
ん
の
方

的
保
護
を
お
綴
い
い
た
し
ま

す。
ゆ
仰
ぐ
終
に
絵
康
状
態
h
F
よ
〈

チ
Z

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
か
ぜ

を
H
V

い
て
い
た
り
、
同
M

-

即時・

自
枠
拡
ぜ
に
異
常
が
あ
り
‘
ま
た
体

い
い
と
る
容
を
感
じ
品
開
が
あ
る
株

会
な
ど
は
泳
ぐ
め
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
除
隊
と
交
響
を
充
分
と

り
強
力
な
体
力
を
身
に
つ
け
て
‘

笈
パ
テ
な
ん
か
吹
き
飛
ば
し
て

快
淡
な
鋒
E
を
過
ご
し
て
い
た

ど
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ニ
丹
プ

i
ル
内
務
懇
職
域
は
約

一
千
七
百

H
内
ほ
ど
で
削
哨
紛
間

十
以
今
度
か
ら
の
年
次
前
例
に

土
る
子
汽
制
的
運
録
公
限
的
思
備
事

象
的
一
磯
と
し
て
つ
〈
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
泌
総
鵬
闘
を
有
効
に

治
問
肘
す
る
た
め
に
も
市
制
民
的
み

合
き
ん
に
大
い
に
利
聞
出
し
て
い

た
だ
き
水
泳
人
口
を
ふ
や
し
、

ま
れ
ん
車
問
少
格
的
総
会
湾
総
に
一

役
か
い
明
日
的
絞
殺
予
を
に
な

う

f
供
た
ち
の
体
力
的
検
滋
を

納
得
L
た
い
も
の
で
す
a

滋の人 11

Pll季047王子7F131日現在

男 29，330人{高官丹比184人増}

女 29，487人( ， 130M議}
許認を817人(" 314人滋}

教新設16，127i圭努( ，95世帯増}

7月町人口勲章義

男女計

毒芸人 殺人 125人

263人 215" 47草λ

8人 10人 16"

13華人 131人 273人

生

入

亡

出

荷

出

転

死

転

思

民

年

金

支
給
さ
れ
る
の
は
こ
ん
な
と
き
で
す

閉山
E
均
年
金
制
制
緩
は
.
総
入
し

て
い
る
人
た
ち
が
年
を
と
っ
た

り
‘
蜘
樹
祭
や
け
が
を
し
た
ワ
‘

一
家
的
効
語
学
が
死
亡
し
た
り

し
た
と
き
に
、
議
緩
み
念
、
出
陣

察
知
十
金
、
母
子
年
金
導
を
支
給

し
て
、
本
人
や
そ
の
家
族
丹
然

体
的
脅
係
燃
し
よ
う
と
す
る
制
度

で
す
切呂田
同
年
金
の
給
付
に
は
、
制
制

度
的
支
柱
を
な
す
老
齢
〔
泌
総

務
鈴
〉
年
金
と
、
不
滅
的
歯
学
放

を
そ
の
支
給
潟
市
聞
と
す
る
障
害

年
金
、
母
子
町
議
綾
子
〉
年

金
、
遺
児
年
金
、
務
総
年
余
と

が
あ
り
、
一
持
品
蕊
k
し
て
死
亡

一
昨
吋
殺
が
あ
ゆ
ま
す
。
そ
め
山
内

絡
を
よ
く
滋
解
し
て
い
た
だ
い

て
、
年
会
的
受
給
察
峠
げ
を
出
向
た

し
た
と
き
は
、
市
市
役
所
関
係

年
金
懇
で
受
悼
拍
手
付
税
容
脅
し
て

く
だ
さ
い
。

議
航
抑
制
小
食
・
・
・
・
・
・
保
険
料
納
付

済
期
間
‘
後
険
料
免
除
鎖
国
間
、

ま
た
は
こ
れ
ら
を
合
算
し
た
制
期

総
が
一
一
十
五
年
以
上
あ
る
人
に

ふ
ハ
十
五
線
か
ら
支
給
さ
れ
、
一
一

十
紙
俸
制
問
問
開
放
射
竹
を
怖
納
付
し
た

場
合
は
九
万
六
千
mn
〈
月
初
八

千
円
)
と
を
っ
て
い
ま
す
e

は十
J
理状一三…一

周
万
一
~

£今一一町三

ジ
テ
割
問
倒
的
滋
学
滋

M
V

に
被
え
た
ツ
ツ
ジ

中
'
ん
の
木
が
、
心
な
い

潜
入
に
繰
っ
て
い
か

歩
合
、
期
間
っ
て
い
ま

遊

て

H
H
H

公
共
潟
地
に
綴

で
え
ら
れ
た
こ
れ
ら

、
伐
の
中
小
は
、
み
ん
な

川
刊
の
も
の
で
す
位
校

サ
を
祈
っ
た
号
祭
へ

川
口
持
ち
滞
え
っ
た
り

つ
し
な
い
で
く
だ
さ

持

い
e

な
お
、
こ
の
一
一
十
五
年
間
と

い
う
閥
的
燃
は
、
年
品
脚
に
応
と
と

スム
T

州
問
年
か
ら
十
年
ま
で
相
閣
総

き
れ
て
お
り
ま
す
号

逸
材
持
老
齢
彬
金
;
・
係
険
料

給
付
済
期
間
、
出
陣
後
創
刊
免
除
刷
用

問
、
ま
た
は
こ
れ
ら
を
会
嫁
し

た
湖
闘
が
一
年
以
上
あ
る
人
が

厚
生
年
金
崎
間
後
な
ど
の
よ
う
な

他
的
公
約
年
金
制
皮
肉
知
人
糊
期

間
と
合
わ
せ
て
二
十
双
杯
以
ぶ

あ
る
人
に
六
十
五
歳
か
ら
炎
帆
怖

さ
れ
ま
す
。
〈
二
千
五
年
間
関
と
い

う
制
期
間
は
、
滋
鮎
附
年
金
と
同
じ

よ
う
に
年
齢
に
応
と
て
綴
給
さ

れ
ま
す
。
)

際
幾
年
金
z
-
e

・
:
病
気
や
け
が

を
し
て
一
緩
め
隊
舎
の
程
度
に

な
っ
た
機
会
に
保
険
料
を
一
年

以
上
治
め
て
い
れ
ば
、
そ
の
他
陣

出
法
裁
に
支
給
さ
れ
、
年
金
総
は

776 

十
万
五
千
六
筑
間
(
バ
鎖
八
千

八
省
内
)
、
探
索
目
的
絞
燃
が
緩

い
場
合
法
"
一
読
五
分
が
加
算
き

た
制
樹
、
十
ぶ
万
二
千
況
が
最
低

係
機
き
れ
て
い
ま
す
。

母
子
年
金
・
準
品
時
吋
十
年
金
一

・
:
…
家
内
働
き
手
で
あ
る
火
や
仲

機
父
が
死
亡
し
ミ
母
子
(
準
時

子
〉
般
機
に
な
っ
た
場
合
に
‘

妻
、
議
機
ま
た
は
紛
が
保
持
問
料

を
一
年
以
上
絞
め
て
い
れ
ば
、
一

山
骨
‘
刊
怯
母
宅
ま
た
い
柏
町
に
れ
え
れ
…

寺
れ
、
そ
の
州
州
H
日
γ
μ
Y
ヘ
ロ
川
一

一
月
滅
。
人
午
刊
行
口
打
、
と
去
っ
一

て
お
り
、
予
が
ス
人
以
上
的
〉
一

き
は
ニ
人
目
か
ら
協
千
八
河
川
一

が
加
算
事
札
て
お
り
ま
す
。

(
次
胤
ザ
判
、
は
‘
遺
児
年
金
、

築
総
裁
会
、
開
山
℃
一
時
金
に
つ

い
て
お
気
ら
せ
し
ま
す
a

属
排
出
を
談
ペ
ニ
的
総
融
市
川
同
図
的

行
時
以
や
経
済
施
策
的
裁
措
秘
資
料

と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
燃

や
術
的
行
政
等
に
欠
〈
こ
と
の

で
き
な
い
炎
斜
主
な
リ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
納
資
質
が

紡
閥
的
深
に
は
お
花
し
い
と
ニ

る
刑
制
緩
で
す
が
こ
の
調
官
期
的
議

姿
伎
を
ど
滋
鮮
い
た
だ
き
ご
議

カ
く
だ
き
る
よ
う
お
脳
相
い
い
た

?
レ
孝
A
F
J
'
a

事者
調業ラ

書所長
語統宅
民計
降輔

さ査
協
力
を

総
整
形
統
計
制
川
T
H
M

九
円
円

自
簡
明
在
で
全
国
い
っ
せ
い
に
市
併

殺
一
附
統
計
調
査
を
行
な
う
ニ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
鱗
世
棋
は
す
べ
て
の
一
事
業

所
(
倒
人
説
明
品
緑
町
線
林
水
経
黍

や
家
事
サ

i
ピ
ス
業
・
行
機
・

隊
出
時
期
闘
な
ど
は
臨
怖
く
)
を
対
象

に
た
結
T
M
M
K切
に
行
を
わ
れ
ま

す
。
市
内
容
と
し
て
は
察
緩
め
緩

開
ヤ
従
業
員
数
・
樹
争
議
所
内
出
附

締
踏
襲
経
営
組
殺
な
ど
釜
本
的
な



発行 (2)ー

水

防

演

習

出
水
期
に
備
え
各
種
の
訓
練

何
我
孫
子
市
、
柏
市
共
催
の
水

別
防
演
習
は
七
月
二
十
五
日
利
根

8

川
堤
防
に
お
い
て
、
統
監
我
孫

昨
子
市
長
以
下
三
百
一
一
一
名
が
参
加

制
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
ロ

昭
来
賓
に
は
、
東
葛
支
庁
長
を

一
は
じ
め
関
係
諸
官
庁
職
員
、
肉

市
議
会
議
員
、
柏
崎
哲
察
署
長
を

ど
の
方
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

講
師
に
は
、
東
葛
飾
土
木
事

ぴあ報

務
所
か
ら
出
て
い
た
だ
き
、
河

川
町
増
水
に
際
し
て
出
現
す
る

堤
防
の
状
況
等
に
応
ず
る
各
種

工
法
に
つ
い
て
熱
心
な
演
習
訓

練
が
行
な
わ
れ
、
来
る
べ
き
出

水
期
に
備
え
て
各
種
工
法
を
体

得
し
て
水
防
に
つ
い
て
の
認
識

と
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

演
習
を
終
っ
て
か
ら
海
上
自

衛
隊
下
総
墓
地
同
協
力
に
よ

り
、
水
害
発
生
時
に
お
け
る
情

報
向
収
集
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
水
難
者
の
救
出
、
応
急
手

当
お
よ
び
水
害
地
孤
立
者
向
吊

り
上
げ
救
効
剖
訓
練
等
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

へ1)コプターによる水難者の救出訓練

ポ
ン
プ
操
法
大
会

県
大
会
へ
は
十
三
分
団

市
消
防
回
ポ
ン
プ
捺
法
大
会
は
、
七
月
二
十

八
日
湖
北
台
東
小
学
校
建
設
圭
定
地
に
お
い
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

焼
け
つ
〈
よ
う
な
炎
暑
の
中
で
、
各
分
団
と

も
市
民
を
災
害
か
ら
守
ろ
う
と
い
う
責
任
感
に

あ
ふ
れ
、
日
頃
町
制
訓
練
的
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
、
い
ず
れ
も
優
劣
を
つ
け
が
た
い
演
技

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

操
法
要
頁
一
人
一
人
に
つ
い
て
厳
密
な
る
審

査
の
結
果
、
可
搬
は
第
ト
三
分
間
(
中
里
)
、

自
動
車
は
第
二
十
一
分
間
(
都
)
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

可
搬
日
間
勝
の
第
十
一
ニ
分
間
は
八
月
十
日
に
行

な
わ
れ
た
千
葉
田
町
王
巾
町
村
消
防
団
消
防
操
法

大
会
に
我
孫
子
市
支
部
代
表
と
し
て
出
場
い
た

1
ν
+ぷ
1
レ
れ
九
。

小
型
船
舶
操
縦
士
教
習
会

山

v

実
技
教
習
九
月
二
十
六
日

か
ら
三
時
間
づ
っ
五
日
間

(
午
前
向
部
、
午
後
内
部
が

あ
り
ま
す
。
)
江
戸
川

注
:
・
日
開
曜
日
も
行
な
い
、
遅

刻
、
欠
席
は
認
め
ま
せ
ん
。

曹
長
講
資
格

①
年
令
講
習
会
開
始
時
で

満
十
七
歳
九
ヵ
月
以
上

②
視
力
裸
眠
で
両
眠
共

0
・
一
以
上
か
矯
正
で
両
眠

共

0
・
六
以
上

③
聴
力
再
耳
と
も
三
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
向
距
離

で
ス
ト
ッ
プ
ォ
ッ
チ
が
問
え

る
こ
と

V
受
講
料
金
四
万
四
千
六
百

五
十
円

V
定
員
四
十
名
先
着
煩
に
よ

り
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

V
由
申
し
込
み
先

市
役
所
経
済
援
典
課

小
池
釣
舟
庖

V
申
し
込
み
書
類

①
指
定
申
し
込
み
書

②
戸
籍
抄
本
一
通

③
写
真
六
枚
(
縦
四
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
二
了
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
イ
ン
ス

タ
ン
ト
写
真
は
除
く
)

認

理

飾

試

験

次
の
と
お
り
爵
理
師
試
験
を

行
な
い
ま
す
。

Ev
願
審
受
付
期
間
等

昭
和
四
十
七
年
九
月
十
一
日

(
月
)
が
ら
昭
和
四
卜
七
年
九

月
十
三
日
(
水
)
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
受
付
場
所
は
柏
保
健
所

w
v

試
験
日

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
二
日

(
木
)

wv

試
験
場
所

柏
保
健
所
、
柏
中
央
公
民
館
、

東
葛
教
育
会
館
内
三
カ
所
に
分

散
し
て
行
な
い
ま
す
。

Ev
提
出
書
類

①
受
験
願
書

②
履
歴
書

③
調
理
業
務
従
事
証
明
書

④
写
真
(
タ
テ
七
聞
〉
〈
ヨ
コ

五
師
)

⑤
最
終
学
校
卒
業
証
明
書

⑥
戸
籍
抄
本
(
現
在
的
氏
名

と
異
な
っ
て
い
る
場
合
)

⑦
手
数
料
一
千
円

〈
注
〉
願
書
・
用
紙
等
は
柏
保

健
所
・
栄
養
係
(
電
話

O
四
七

一
1
六
七
ー
一
二
五
七
)
に
て

受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
か
ら
お
願
い

@
郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き

り
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

(
郵
便
番
号
簿
は
、
近
〈
内

郵
便
局
窓
口
に
お
申
し
つ
け
く

だ
き
い
。
無
料
で
お
わ
け
し
ま

す
。
)

。
あ
な
た
の
家
に
も
郵
便
受
箱

の
設
置
を

(
ス
マ
ー
ト
を
郵
便
受
箱
を

郵
便
局
で
あ
っ
せ
ん
し
て
お
り

ま
す
。
電
話
八
二
回
二
五
一

番
へ
お
電
話
く
だ
さ
れ
ば
配
達

い
た
し
ま
す
。
)

。
転
入
、
転
出
腐
は
郵
便
局
に

も
お
忘
れ
な
く

(
届
出
用
紙
は
薬
害
き
で
結

構
で
す
が
、
郵
便
局
の
窓
口
に

も
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
)

第
一
小
か
ら
お
願
い

我
孫
子
第
一
小
学
校
は
、
明

治
六
年
に
開
校
さ
れ
て
か
ら
ま

も
な
く
百
年
を
迎
え
る
こ
と
と

に
な
り
ま
す
。
記
念
事
業
と
し

て
、
資
料
展
お
よ
び
百
年
史
編

修
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
資
料
と
し
て
証
書
、

教
科
書
、
図
書
類
、
文
書
、
写

真
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
貸
し

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
は
第
一
・
小
学
校
内
百

周
年
事
務
局
、

行

政

相

談

八
月
の
行
政
相
談
と
人
権
擁

護
相
談
は
次
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
。

V
日
時
八
月
二
十
五
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

V
場
所
中
央
公
民
館

な
お
、
八
月
一
日
に
発
行
し

ま
し
た
『
こ
ん
に
ち
わ
あ
ぴ

こ
』
で
八
月
二
十
五
日
中
綜
下

青
年
館
と
を
っ
て
お
り
ま
す

が
、
中
央
公
民
館
内
問
違
い
に

つ
き
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。

なだ糊路地欄崎明蹴 13..... 
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東
海
銀
行
か
ら

横
断
旗
の
寄
贈

東
海
銀
行
我
孫
子
支
出
か
ら

支
応
開
設
一
周
年
記
念
と
し
て
、

歩
行
者
の
交
通
安
全
の
た
め
に

横
断
旗
二
千
二
百
本
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
で
は
、
さ
っ
そ

く
横
断
歩
道
で
横
断
旗
の
な
い

所
に
と
り
つ
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。ま
た
、
横
断
旗
は
心
な
い
人

の
い
た
ず
ら
に
よ
り
持
ち
去
ら

れ
た
り
、
こ
わ
さ
れ
る
た
め
い

つ
も
数
が
不
足
し
て
お
り
ま

す
。
み
ん
な
で
大
切
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
。

小
学
生
向
け
映
画
会

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議

会
の
主
催
で
、
小
学
生
向
け
の

映
画
会
を
次
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
き

時
間
は
い
ず
れ
の
会
場
も
午

後
五
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
。

@
八
月
二
+
五
白
山
間

下
ヶ
戸
青
年
館

@
八
月
二
十
八
日
冊

中
降
上
青
年
館

@
八
月
三
十
日
附

湖
北
台
保
育
函

年
金
相
談
を
開
催

最
近
、
年
金
に
つ
い
て
関
心

が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
は
国
民

年
金
や
厚
生
年
金
を
も
ら
う
人

が
日
増
し
に
多
く
な
っ
て
き
た

か
ら
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
今
回
、
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
内
請
求
の
し
か
た
宇

ど
に
つ
い
て
相
談
所
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

こ
の
日
は
、
年
金
円
ほ
か
健

康
保
険
、
日
雇
健
康
保
険
の
こ

と
に
つ
い
て
も
専
門
官
が
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご
利
用
〈

だ
き
い
れ

V
日
時
八
月
二
1
向
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
一
一
時
ま
で

V
場
所
中
央
公
民
館

政
治
大
学
を
開
設

千
葉
県
民
政
治
大
学
を
次
の

と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

こ
の
県
民
政
治
大
学
は
、
県

民
的
政
治
意
識
の
向
上
を
め
ざ

し
て
開
設
す
る
も
の
で
す
何

で
、
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

曹
関
諮
日
九
月
二
十
六
日
、

十
月
三
目
、
六
日
、
十
二
日
、

十
九
日

w
v

申
し
込
み
先
千
葉
市
市
場

町
二
番
地
県
庁
地
方
課
内

千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会

wv

資
絡
有
権
者
と
し
て
の
教

養
を
高
め
た
い
方
で
、
で
き

る
だ
け
五
日
と
も
受
講
で
き

る
方

wv

鱒
出
切
り
九
月
十
五
日

定
員
五
百
名
先
着
頗

食
品
衛
生
組
合
で

庖

舗

一

斉

検

査

柏
保
健
所
管
内
の
食
品
衛
生

組
合
で
は
、
我
孫
子
、
湖
北
、

布
佐
と
分
け
て
、
唐
舗
一
斉
検

査
を
次
向
日
程
で
行
な
い
ま

す。@
我
孫
子
地
区
九
月
四
日
五
日

九
月
七
日

九
月
二
十
日

@
湖
北
地
区

@
布
佐
地
区

777 

小
型
船
舶
操
縦
士
の
免
許
取
学
科
教
習
九
月
十
一
日
か

得
教
習
会
を
行
な
い
な
い
ま
す
。
ら
二
十
五
日
ま
で
十
四
日
間

こ
の
教
習
を
修
了
し
ま
す
と
の
四
十
時
間
夜
間
六
時
か
ら

免

許

が

与

え

ら

れ

ま

す

。

九

時

ま

で

井

手

口

い

さ

む

V
教

習

会

内

容

後

援

会

事

務

所

広
弔
H
U
H
-
u
H
H
I
H
-
-
H
H
H
H
H羽
H
H
H
H
H
U
H
-
H
H
H
H
H
U
H
H
H
H
H
H
H
H
H
|
|
H
H
H
H
H
U
M
-
-
一

4

一

一

一

昭

和

四

十

八

年

度

新

規

採

生

れ

た

者

。

の

表

に

「

受

験

申

し

込

み

(

見

込

)

証

明

書

一

通

)

一

一

一

一

一

用

職

員

長

の

と

お

り

募

集

雲

市

に

産

す

る

者

、

ま

用

紙

請

求

」

と

朱

書

し

、

童

話

問

一

一

一

一

一

い

た

し

ま

す

。

た

は

、

通

勤

可

能

的

範

囲

あ

て

先

を

明

記

し

た

返

信

昭

和

四

十

七

年

八

月

一

日

一

一

一

一

一

に

安

住

す

る

と

認

め

る

者

n

用
封
筒
(
必
ず
二
十
円
切
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
(
一
一

一
一
一
。
重
お
よ
び
採
用
予
定
人
@
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
手
を
は
る
こ
と
)
を
同
封
午
前
九
時
か
ら
午
後
号
、
一
一

一一一一

一

一

員

る

者

は

受

験

で

き

ま

せ

ん

し

て

く

だ

さ

い

。

土

曜

日

は

正

午

ま

で

)

(

た

だ

一

一

一

一

一

①

一

般

量

一

議

員

若

①

日

本

高

雪

有

し

な

い

富

L
込

ま

し

、

来

春

高

等

学

校

重

工

一

一

一

一

干

名

者

宮

し

交

番

に

必

要

な

事

込

み

者

は

九

月

二

十

五

日

ま

=

一

一

一

雪

木

技

術

職

員

若

干

名

@

禁

治

産

者

、

お

よ

び

襲

警

自

分

で

記

入

し

、

市

で

)

=

一一一一
③
電
気
技
術
職
員
若
干
名

i
t
-
-
1
1羽
川

引

J

1

1

1

@

昭

和

国

+

八

年

四

月

一

日

一

一

=

一

重

5

1

龍
品

3
2
5
3明
彰
J

@

そ

の

他

一

一

一
=
実
学
、
短
大
卒
業
(
見
込

4
L
i
i
:
Fで①
試

験

日

昔

、

受

験

申

し

一

一

士
一
)
者
は
、
昭
和
二
十
一
↓
五

'

J

よ
伝
作
郎
防
除
以
跡
的

W
W
M
E
1

込
み
者
に
追
っ
て
通
知
し
一
一

三

一

回

塁

百

以

降

に

生

れ

た

治

牽

骨

役

所

総

務

部

秘

書

人

事

課

ま

す

。

=

一
一
一
子

一

雪

。

①

話

相

回

以

上

の

刑

に

処

せ

ら

へ

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

②

そ

の

他

語

級

に

つ

い

て

は

、

一

一

担

一

も

等

学

校

霊

(

見

込

れ

た

者

②

申

し

込

み

書

に

は

、

最

終

我

孫

子

市

役

所

総

務

部

秘

一

一

物

一

一

者

、

ま

た

は

、

こ

れ

と

向

@

受

験

手

続

学

校

涙

績

証

明

書

一

通

、

書

入

事

課

へ

問

い

合

わ

せ

=

鞭
口
等
以
上
向
学
力
を
有
す
る
①
申
し
込
み
用
紙
は
、
市
役
最
笠
ハ
ヶ
月
以
内
に
撮
影
く
だ
さ
い
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